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平成19年7月18日 

各    位 

上場会社名 株式会社フレームワークス 

代表者名 代表取締役社長 田中純夫 

（コード番号3740 東証マザーズ） 

問合せ先 取 締 役   石神成夫 

ＴＥＬ 054-286-5411（代表） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成19年5月期の連結業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせい

たします。個別業績予想の修正に関しましては、平成19年6月25日公表の「業績予想の修正に

関するお知らせ」において先にお知らせしてあるとおりでございます。連結財務諸表算定中につ

き連結業績予想の修正・公表が遅れましたこと、お詫び申し上げます。 

なお、現在、当社は固定資産の減損について社内で検討しており、最終的な会計処理の如何に

より、当期純損失が拡大する可能性を含んでおります。 

 
記 

 
1. 通期業績予想の修正 
（1） 連結業績予想の修正（平成18年6月1日～平成19年5月31日） （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 4,400 △35 △826 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 3,387 △754 △1,318 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,013 △719 △492 

増 減 率            （％） △23.0 ― ― 

（ご参考） 

平成18年5月期実績 
2,115 △669 △901 

 

（参考）平成19年6月25日公表 

（2） 個別業績予想の修正（平成18年6月1日～平成19年5月31日） （単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 2,722 255 △743 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 2,149 △426 △1,244 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △573 △681 △501 

増 減 率            （％） △21.1 ― ― 

（ご参考） 

平成18年5月期実績 
1,364 △618 △864 

 
（注）上記の業績予想は、いずれも現在作成中である平成 19 年 5 月期 財務諸表（連結・個別）の速報に

基づくものであり、暫定的な会計処理により算定した監査前の計算によるものであります。 
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（3） 修正理由（連結業績） 

当社において、財政状態悪化や顧客の予算都合を起因とした商談遅延等により特定案件

の大型ライセンス契約等が成約に至らず、また、連結子会社である株式会社シーエスシス

テムズにおいて主要売上として見込んでいた機器販売（ビデオオンデマンド用端末）の成

約が軟調に推移し、売上高は前回予想を大きく下回る見通しとなりました。 

利益面に関しましては、前述の当社における特定案件の大型ライセンス契約等の未成約

が大きく影響し、前回予想を大きく下回る見通しとなりました。また、システム構築案件

の増加に対して外注費の増加が予想を上回って推移したことも一部影響し、上記のとおり、

連結業績予想を修正いたしました。 

 
※ 特定案件の内訳といたしましては、金額および契約範囲を縮小しての契約交渉となっている包括

的なライセンス契約、入金時期のずれ込みにより売上計上が遅れたライセンス契約、契約の再締

結により売上計上が遅れた案件、6月に締結となった業務提携先とのＳＩパートナー契約などが

あり、いずれも商談遅延等により売上計上時期が予想と比べて遅れる結果となりました。なお、

通常の案件は、ほぼ計画どおり推移したため、業績予想に大きな影響はありませんでした。 

※ 平成19年4月13日に公表した「特別損失の発生並びに業績予想の修正に関するお知らせ」のと

おり、当社は当期において子会社株式等の減損処理（単体906百万円、連結 752百万円）を実施

して多額の特別損失を計上しており、また、繰延税金資産については保守的な会計方針から既に

全額を取り崩しております。特別損失の内訳につきましては、本資料「1.固定資産の減損 （参

考）特別利益・特別損失の見通し」をご参照ください。 

 

（4） 役員退職慰労金の受給権放棄（特別利益） 

平成19年6月25日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」において、お知らせい

たしましたとおり、このたびの経営責任を明確にするため、代表取締役社長 田中純夫よ

り役員退職慰労金の受給権を放棄する申し入れがあり、平成19年6月25日開催の取締役

会において承認いたしました。役員退職慰労金の受給権放棄に伴いまして、役員退職慰労

引当金戻入益86百万円が当期の特別利益として計上されており、その影響は上記の業績

予想に含めております。 
 

※ 当社は、平成18年8月25日定時株主総会をもって役員退職慰労金制度を廃止しており、それま

での引当金について、役員の退任に伴い都度打ち切り支給しております。現任の取締役に該当す

る当該引当金残高は、代表取締役 田中純夫１名分のみであり、このたび、その受給権を放棄した

ものであります。 

 

 

株主の皆様をはじめとして、取引先、金融機関、関係各位に対して多大なご迷惑お掛けいたし

ますこと深くお詫び申し上げます。 

当社といたしましては、「企業価値の回復」を最重要課題として掲げ、ステークホルダーの皆

様からの信頼にたる企業として経営改善に一新して取り組み、財務体質改善および業績回復の必

達をもって皆様にお答えすべく、全社総力を挙げて取り組んでまいります。 

何卒、ご理解賜りますよう宜しくお願いいたします。 

 

 

 

 

以  上 


